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ⅩⅢ－２．計画・設計の意図および期待される効果 

 

（１）計画・設計の意図 

夢見橋及び施設の整備の方針を以下に示す。 

 

 
 
上記の整備方針を踏まえ、計画・設計の考え方と内容を次頁以降にまとめる。 
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１）親水性の高い歩行・滞留空間の創出・回遊性の向上 

夢見橋は、水辺を楽しむ親水空間と両岸の広場を連続させる機能をもつ。親水性と利用者の快適

性、回遊性の向上を図るため、計画・設計時に配慮した事項として、以下のものが挙げられる。 
 
 
 
①木材の使用による人の利用にやさしい歩行・滞留空間の創出 

    
 
 
 
②運河両岸を結ぶ橋梁の整備による回遊性の向上 
地区全体の回遊動線を検討した上で、運河を挟んだ対岸相互の行き来に配慮し、夢見橋の

整備による回遊性の向上を図った。 
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２）地域のシンボルとなる歴史的景観資源等を意識した整備 

夢見橋及び緑地公園では、当地の歴史性や地域性を考慮し、地域産材の活用を積極的に取り組ま

れた。地元の特産を使用した地域性豊かなシンボルとなることを意識し、整備されたと言える。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 

 
①歴史的な石積み護岸や周辺景観整備を顕在化させる視点場（夢見橋）の整備 
橋上にベンチを設置することで、堀川運河に架かる「夢見橋」を新たな視点場として活用

し、運河の歴史的石積み護岸や関連事業等の景観整備により形成された魅力的な景観資源を

顕在化させている。 

 
 
 
 

３）地域性の演出 

堀川運河は、元々飫肥杉を運送するために開削された運河である。木材産業が地域の発展に大き

く寄与してきたことを考えると、飫肥杉の活用が歴史性や地域性の演出に繋がる。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 

 
①地場産材の飫肥杉や飫肥石の活用による地域性の演出 

 
 
 

飫肥石 

飫肥杉 
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②地域の寺社を参考とした素材の採用 
 鵜戸神宮を参考とし、屋根は銅板としている。 

 
 
 
 
③地場産材・工法の活用による地域性の演出と地場産業の活性化 
 夢見橋は、伝統工法の「木組み」で造られている。屋根は、造船技術の「曲げ木」ででき

ている。また、地場産材である飫肥杉の木材供給システムの構築をも視野に入れて、地元職

人の技術と伝統的な工法を採用して地域性の演出と地場産業活性化を図った。 
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（２）期待される効果 

１）設計意図と期待した効果のまとめ 

文献調査と設計者ヒアリング、事業者ヒアリングによる計画・設計意図と期待される効果の対応は

以下のようにまとめられる。 

 

表 設計意図と期待した効果のまとめ 

 意図 景観に配慮した内容 期待される効果 
Ａ 親水性の高い歩行・滞留空間の創出・回遊性の向上 

1 木材の使用による人の利用

にやさしい歩行・滞留空間

の創出 

○利用者の利用の快適性に配慮し、地場産材

の飫肥杉をふんだんに使用した屋根付き

人道橋を整備し、人にやさしく快適な歩

行・滞留空間を創出 
2 運河両岸を結ぶ橋梁の整備

による回遊性の向上 
○地区全体の回遊動線を検討した上で、運河

を挟んだ対岸相互の行き来に配慮し、夢見

橋の整備による回遊性の向上を図った。 

●意識変化（親しみ・愛

着、誇り） 
●利用形態・頻度等の変

化、地域活動（イベン

ト・行事）活性化、環境

保全・学習活動 

B 地域のシンボルとなる歴史的景観資源等を意識した整備 
1 歴史的な石積み護岸や周辺

景観整備を顕在化させる視

点場（夢見橋）の整備 

○堀川運河に架かる「夢見橋」を新たな視点

場として活用し、運河の歴史的石積み護岸

や関連事業等の景観整備により形成され

た魅力的な景観資源を顕在化させた。 

●意識変化（親しみ・愛

着、誇り） 
●利用形態・頻度等の変

化、地域活動（イベ

ント・行事）活性化、

環境保全・学習活動

●視点場の形成（周囲の

景観資源を顕在化させ

る新たな視点場の創出）

C 地域性の演出 
1 地場産材の飫肥杉や飫肥石

の活用による地域性の演出 
○地場産材である飫肥杉・飫肥石を活用し

た。 
2 地域の寺社を参考とした素

材の採用 
○鵜戸神宮を参考とし、屋根は銅板とした 

3 地場産材・工法の活用によ

る地域性の演出と地場産業

の活性化 

○地場産材である飫肥杉の木材供給システ

ムの構築をも視野に入れて、地元職人の技

術と伝統的な工法を採用して地域性の演

出と地場産業活性化を図った。 

●意識変化（親しみ・愛

着、誇り） 
●利用形態・頻度等の変

化、地域活動（イベン

ト・行事）活性化、環境

保全・学習活動 
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２）期待される効果の発現段階における整理 

上記期待する効果について、効果の発現段階の「意識変化」、「活動変化」、「空間変化」において以

下のような効果が想定される。 
 

表 発現段階ごとの効果の整理 
期待する効果 意識変化 活動変化 空間変化 

●快適な歩行・滞留空
間の創出 

  

●回遊性の高い空間
の創出 

 

○夢見橋を通勤・通学・

近道等で利用している 

○夢見橋周辺を歩く回

数が増えた 

○屋根付橋で休憩する

ようになった 

 
 

●水辺を楽しむ親水
空間の創出 

 

○夢見橋から運河を眺

める 

○観光名所として人が

訪れるようになった 

○イベント等が開催さ

れるようになった 

○再生した運河を眺め

る視点場の形成 

○運河へ向いた建物 

○再生した運河を眺め

る視点場となるレスト

ランの建設 

○運河へ向いた建物（ギ

ャラリー） 

●地域の特性を活か
した空間の形成 

○歴史的資源に対して

誇りを持つようになっ

た 

○飫肥杉や飫肥石によ

り地域らしさを感じる

○地域の景観に対して

愛着を持つようになっ

た 

○杉利用に関する情報

普及 

○清掃等の維持管理活

動を行いたい 

○飫肥杉や飫肥石など

の地域の素材の利用 

 
これを踏まえ、各段階における効果の把握について調査を実施した。 
 




